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霜
霜なくて曇る八十八夜かな　　～　正岡子規　～

校長　星野　久美子

紙面をマイナーチェンジして学校教育目標の項目を巻頭に掲げました。
目標を明確にするとともに、巻頭文では「学ぶことの楽しさを知る」「多様な文化を理解する」を目指して様々な話題を取り上げていこうと考えています。
「季節に合わせた軽装での執務」の取組についてという通知が横浜市教育委員会事務局より来ました。作業能率を高めるとともに、省エネ・節電の徹底をねらいとした、いわゆるクール・ビズです。期間は５月１日から10月31日の半年間ということで、高温多湿の日本ならではの取組です。では、なぜ５月１日が節目となるのでしょうか。暦を見ながら考えてみました。
４月20日頃になると、春雨が様々な穀物を潤し芽を出させます。この時期を穀雨（こくう）と言い、霜が降りることもなくなり、変わりやすい春の天気も安定して陽射しも強まってきます。5月2日頃は立春から数えて八十八日目。「八十八夜」といい、春から夏に移る節目の日と言われ、この日から夏の準備を始めます。以前に勤務していた小学校は横浜市の中では珍しく稲作を行っている地域にあり、地域のご協力をいただき、学校が水田をお借りして米作りを行っていました。そこでは５月１日に地域の方たちと水路清掃を行い、田植えの準備にかかったことを覚えています。実は「八十八夜」の「八十八」には特別な意味があります。上記の文章をヒントに考えてみてください。生徒のみなさんからのエレガントな回答をお待ちしています。
　さて、本校にも季節に合わせた軽装の期間があります。横浜市とは多少時期がずれますが、６月１日から９月30日までの４ヶ月間、夏服での生活となります。横浜市内の中学校では珍しい取組ですが、きわめて合理的であると考えます。衣服は単に体を保護するだけでなく、その人の趣味や好み、考えをあらわします。そして気温や体調、時や場所、場合や機会に応じて選ぶことが社会の中で求められます。多くの選択肢の中から根拠をもって選ぶという行為は、創造的に考える力の育成や礼儀をもって行動する力の育成につながります。このように当たり前に考えていた学校の規則も見方や考え方を少し変えてみると、現代社会が求める資質・能力と密接な関係があることに気づきます。振り返ってみると、自分が中学生・高校生の頃は制服と体育着で一日のほとんどを過ごしたために、高校卒業後外出する時の服選びが大変だった記憶があります。これは管理的な面が優先されたために、必要とする力が育たなかったことを表すのでしょう。「trial and error」まず 選択（行動）し、そこから見える修正点を修復し、繰り返し繰り返し改善を重ねることで物事をより良いものに近付けていくことが、変化の激しい現代では大変重要なことだと考えます。
	～　そうだ　正直になろう　～　生徒会ポスターより
　きっかけは昨年度自販機のゴミ箱がこわれていたことです。こわした人も、こわれているのを見た人
も名乗り出ませんでした。先生まかせではなく、自分たちの学校を自分たちが良くしていくためには
「正直になる」ことが大切だと考え、みんなに呼びかけました。
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【学校教育目標】　『心豊かにたくましく生きる生徒の育成をめざします』


○　学ぶことの楽しさを知り、創造的に考える力を育てます (知）


○　自他の生命を尊重し、礼儀と思いやりをもって行動する力を育てます（徳・体）


○　多様な文化を理解し、地域や社会に積極的にかかわり貢献する力を育てます（公・開）
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